
これまでの取り組みについて 

熊本市 熊本駅周辺整備事務所 

目 次 

  ■ 熊本駅周辺整備の歩み 

  ■ 熊本駅周辺地域まちづくり推進協議会 

  ■ これまでの協議会における主な議題 

  ■ 熊本駅周辺整備の状況 

  ■熊本駅周辺の整備効果 

資料 1 



 ○平成13年   連続立体交差事業、土地区画整理事業、周辺街路等の都市計画決定 

 ○平成14年   連続立体交差事業（４ｋｍ、１ｋｍ）事業認可 

 ○平成15年   連続立体交差事業（延伸２ｋｍ）都市計画変更、認可変更 

 ○平成16年/3  九州新幹線 新八代～鹿児島中央駅間部分開業 

 ○平成16年/10 「熊本駅周辺地域まちづくり推進協議会」設置、第１回協議会開催 

 ○平成17年/6  「熊本駅周辺地域整備基本計画」策定、県市協定の締結 

 ○平成18年   「熊本駅周辺整備に関するトップ会議」設置 

               「熊本駅周辺地域都市空間デザイン会議」設置 

 ○平成23年/3  九州新幹線鹿児島ルート全線開業 

 ○平成27年/3  鹿児島本線上り線高架化完了 

■熊本駅周辺整備の歩み 
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■熊本駅周辺地域まちづくり推進協議会 
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◇掌握事務 ： ① 熊本駅周辺地域の整備計画に関すること 

        ② 熊本駅周辺地域のまちづくりに関すること 

        ③ その他、熊本駅周辺地域整備の推進に関すること 

 

◇委員構成 ： ① 学識経験者（２名） 

    岸井教授（日本大学）、両角名誉教授（熊本大学） 

        ② 地元代表者（６名） 

    地元３校区の自治協議会長及び委員（春日・古町・白坪） 

        ③ 公募委員 （５名） 

    市民代表 

        ④ 地元経済界（３名） 

    熊本商工会議所、熊本経済同友会、熊本青年会議所 

        ⑤ 行政機関 （12名） 

    国、県、市から各４名（企画、都市計画、建築、土木） 

 

◇経  緯 ： 平成１６年１０月１日に第１回の協議会を開催し、これまでに１３回実施 

      （前回は平成２５年１１月１２日） 



■これまでの協議会における主な議題 
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１）計画関係 

  ・熊本駅周辺地域整備基本計画（平成１７年６月策定） 

  ・JR鹿児島本線鉄道高架及び熊本駅周辺等の整備に関する協定（平成１７年６月締結） 

  ・熊本駅周辺整備に関するトップ会議（平成１８年開始） 

  ・熊本駅周辺地域都市空間デザインガイド（平成１９年７月策定） 

 

２）基盤整備 

  ・JR鹿児島本線・豊肥本線連続立体交差事業（新駅舎計画） 

  ・熊本駅前東Ａ地区第二種市街地再開発事業 

  ・駅前広場整備事業（白川口、新幹線口） 

  ・熊本市電計画（サイドリザベーション、駅舎乗り入れ） 

  ・新幹線駅舎計画、合同庁舎移転計画、高架下利活用計画、白川河川敷利活用計画 等 

 

３）まちづくり 

  ・九州新幹線開業に向けた取り組み 

  ・九州新幹線全線開業後の動向 

  ・都市景観大賞受賞（平成２５年度） 等 
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■熊本駅周辺整備の状況 
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熊本駅周辺地域では、鉄道の利便性や都市としての魅力が向上したことで、在来線・新幹線の鉄道利
用者や、熊本市電の乗降客数が増加している。 

駅利用者の増加 

熊本市電停留所（熊本駅前、二本木口、田崎橋） 乗降客数（終日） 

▲熊本駅前停留所（熊本駅白川口） （出典：庁内資料調査） 

（出典：ＪＲ九州提供資料） 
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■熊本駅周辺の整備効果（駅利用者の増加） 
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熊本駅周辺地域では、鉄道の利便性や都市としての魅力が向上したことで、観光案内所利用者数や歩
行者交通量が増えるなど賑わいが創出されている。 

賑わいの創出 
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観光案内所利用者数： 
        H17から約35,000人増 

熊本駅前広場東口（白川口）出口 
歩行者交通量（8：00～20：00） 

熊本駅西口（新幹線口）出口 
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▲ＪＲ熊本駅西口（新幹線口） ▲ＪＲ熊本駅東口（白川口） （出典：商店街通行量調査） 

（出典：庁内資料） 

現在の状況（平成27年12月） 
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■熊本駅周辺の整備効果（賑わいの創出） 
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熊本駅周辺地域においては、民間マンション等が立地することで夜間人口が約1.1倍増加(H13比)してお
り、さらに専門学校等や合同庁舎が立地することで昼間人口が約4,000人増加している。 

N 

マンション 
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昼間人口の増加 

専門学校等 熊本合同庁舎 

（出典：住民基本台帳人口） 

H27.12月撮影 H27.12月撮影 
H27.12月撮影 

（県聞き取り調査結果） 

 くまもと森都心プラザの来館者数 
 ⇒約１００万人／年（Ｈ27年度） 
           ※当初想定５０万人／年 

更に 
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土地区画整理事業地内 

春日地区
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■熊本駅周辺の整備効果（居住地・従業地の魅力向上） 
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熊本駅周辺地域においては、九州新幹線の開業や鉄道の高架化にあわせて、土地区画整理事業や市
街地再開発事業、街路事業等の基盤整備を一体的に実施することにより、民間のマンション建設等が
活発になっている。 

周辺開発の誘発 

Ａ棟 

B棟 

▲合同庁舎 ▲東Ａ地区再開発事業 

事業の進捗に伴い、周辺の地価が上昇 

事業実施前（平成9年） 

現在の状況（平成27年12月） 

周辺開発
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■熊本駅周辺の整備効果（周辺開発の誘発） 

17％増 

35％減 

※熊本駅東側の地価はH21から公表 

地価の動向（商業地） 
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熊本市平均 
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